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関係法令集 

 

 

○自衛隊法（昭和二十九年六月九日法律第百六十五号） 

 

（火薬類取締法の適用除外）  

第百六条 火薬類取締法（昭和二十五年法律第百四十九号）の規定は、同法第五十七条の三の

規定にかかわらず、第二条から第四条まで、第七条、第九条第一項及び第二項、第十条から

第十三条まで、第十四条第一項、第十五条、第二十条第二項、第二十七条の二、第二十八

条、第三十条第一項、第三十一条第一項、第三項及び第四項、第三十二条、第三十三条第一

項及び第三項、第三十五条、第三十九条第一項、第四十六条第二項並びに第五十条の規定を

除き、自衛隊の行う火薬類の製造、貯蔵、運搬、消費その他の取扱については、適用しな

い。  

２ 自衛隊の行う火薬類の製造、貯蔵、運搬、消費その他の取扱についての火薬類取締法 （前

項の規定により適用を除外される規定を除く。）の適用については、政令で特例を定めるこ

とができる。  

３ 防衛大臣は、第一項の規定にかかわらず、自衛隊が取り扱う火薬類について、火薬類取締

法及びこれに基く命令の規定に準拠して製造、貯蔵、運搬、消費その他の取扱に関する技術

上の基準を定め、その他火薬類に因る災害を防止し、公共の安全を確保するため必要な措置

を講じなければならない。 

 

 

○自衛隊法施行令（昭和二十九年六月三十日政令第百七十九号） 

 

（火薬類取締法の適用の特例）  

第百四十五条 自衛隊の行う火薬類の製造、貯蔵、運搬、消費その他の取扱いについての火薬

類取締法（昭和二十五年法律第百四十九号）の規定（法第百六条第一項において適用を除外

されているものを除く。）の適用については、次の表の上欄に掲げる火薬類取締法の規定の

中欄に掲げる字句は、それぞれ当該下欄に掲げる字句に読み替えるものとする。ただし、火

薬類取締法第五十条第一項に係る部分は、海上自衛隊（防衛大学校を含む。）の使用する船

舶以外の船舶については、適用がないものとする。 

規定 読み替えられる字句 読み替える字句 

略 略 略 

第十二条第一項 都道府県知事の許可 経済産業大臣の承認 

第十二条第二項 都道府県知事に届け出 経済産業大臣に通知し 

第十二条第三項 都道府県知事 経済産業大臣 

許可 承認 

略 略 略 
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○火薬類取締法火薬類取締法（昭和二十五年五月四日法律第百四十九号） 

 

（火薬庫）  

第十二条 火薬庫を設置し、移転し又はその構造若しくは設備を変更しようとする者は、経済

産業省令で定めるところにより、都道府県知事の許可を受けなければならない。ただし、火

薬庫の構造又は設備について経済産業省令で定める軽微な変更の工事をしようとするとき

は、この限りでない。  

２ 火薬庫の所有者又は占有者は、前項ただし書の軽微な変更の工事をしたときは、その完成

後遅滞なく、その旨を都道府県知事に届け出なければならない。  

３ 都道府県知事は、第一項の規定による許可の申請があつた場合において、その火薬庫の構

造、位置及び設備が、経済産業省令で定める技術上の基準に適合するものであると認めると

きでなければ、許可をしてはならない。  

 

 

○火薬類取締法施行規則（昭和二十五年十月三十一日通商産業省令第八十八号） 

 

（火薬庫の新設又は変更の許可の申請）  

第十三条  法第十二条第一項 の規定により火薬庫の設置、移転又はその構造若しくは設備の

変更の許可を受けようとする者は、様式第七の火薬庫設置等許可申請書に火薬庫工事設計明

細書を添えて、当該火薬庫を設置しようとする場所又は火薬庫の所在地を管轄する都道府県

知事に提出しなければならない。  

２ 前項の火薬庫工事設計明細書には、火薬庫の位置、附近の状況、保安物件との距離ならび

に火薬庫の構造および設備を記載するものとする。  

 

（火薬庫構造等の技術上の基準） 

第二十二条 法第十二条第三項の規定による火薬庫の構造、位置及び設備の技術上の基準は、次

条から第三十二条までに定めるところによる。 

 

（保安距離） 

第二十三条 火薬庫は、第二項から第六項までに規定する場合を除き、その貯蔵量に応じ火薬

庫の外壁から保安物件に対し次の表の保安距離をとらなければならない。 

２～６ （略） 

７ 保安物件がもつぱら当該火薬庫の所属する事業所の事業の用に供する施設であるときは、第

一項から前項までの規定にかかわらず、当該保安物件に対し経済産業大臣が告示で定める保安

距離をとらなければならない。 

（表は割愛） 

 

（地上式一級火薬庫の位置、構造および設備） 

第二十四条 地上に設置する一級火薬庫は、その位置、構造および設備について、次の各号の

規定を守らなければならない。 

 一～三 （略） 

四 入口の扉は、二重扉とし、外扉は耐火扉で厚さ三ミリメートル以上の鉄板とし、かつ、

適当に補強し、内扉と外扉にはそれぞれ錠（外扉にあつては、なんきん錠およびえび錠を

除く。）を使用する等の盗難防止の措置を講ずること。 

http://law.e-gov.go.jp/cgi-bin/idxrefer.cgi?H_FILE=%8f%ba%93%f1%8c%dc%96%40%88%ea%8e%6c%8b%e3&REF_NAME=%96%40%91%e6%8f%5c%93%f1%8f%f0%91%e6%88%ea%8d%80&ANCHOR_F=1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000001000000000000000000&ANCHOR_T=1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000001000000000000000000#1000000000000000000000000000000000000000000000001200000000001000000000000000000
http://search.kudan.hq.admix.go.jp/search/elaws_search/lsg0500/325AC0000000149_20170401_427AC0000000050#56
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（地上覆土式一級火薬庫の位置、構造および設備） 

第二十四条の二 地上に設置する覆土式一級火薬庫は、その位置、構造および設備について、

前条第一号、第四号、第七号、第九号、第十二号、第十四号および第十六号ならびに次条第

七号および第八号の規定のほか、次の各号の規定を守らなければならない。 

一 火薬庫の構造は、二重の堅固な構造とし、外部構造は、厚さ二十センチメートル以上の

鉄筋コンクリート造とし、内部構造の壁は、その外面が外部構造の壁の内面から二十セン

チメートル以上離れるようにし、かつ、湿気を防ぐ構造とすること。 

二～三 （略） 

四 火薬庫の覆土（その入口に面する部分を除く。）は、四十五度より急でないこう配と

し、外部構造の覆土の厚さは、三メートル以上とすること。 

 

（地中式一級火薬庫の位置、構造および設備） 

第二十五条 地中に設置する一級火薬庫は、その位置、構造および設備について、第二十四条

第七号および第十六号の規定のほか、次の各号の規定を守らなければならない。 

一～六 （略） 

七 火薬庫の入口または火薬庫に通ずるトンネルの入口前方五メートル以内に土堤を設ける

等爆発の際直接の衝動波が突出する虞がないように措置を講ずること。 

 

（土堤） 

第三十一条 火薬庫の周囲に土堤を設ける場合には、左の各号の規定を守らなければならな

い。 

一～三 （略） 

四 土堤は、四十五度（最大貯蔵量爆薬六百キログラム以下の火薬庫であつて、土堤の内面

を鉄筋コンクリートで補強する場合には、当該部分については、七十五度）より急でない

こう配とし、高さは煙火火薬庫にあつては軒までの高さ（一・五メートル未満の場合は、

一・五メートル）、その他の火薬庫にあつては屋頂の高さ（一・五メートル未満の場合は、

一・五メートル）以上とし、頂部の厚さは一メートル以上とすること。 

                                       

（危険の虞のない場合の特則） 

第三十二条 第二十条、第二十一条および第二十三条から前条までに規定する基準について

は、経済産業大臣が天然または人造の掩体の状態、土地または設備の状況、貯蔵火薬類の種

類または数量その他の関係により危険の虞がないと認めた場合に限り、当該規定にかかわら

ず、その程度に応じて認めたものをもつて基準とする。 

 


